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北大水産業報
50(2)， 139-147， 1999. 

噴火湾における全微小生物量の指標としてのATP濃度の時間変動

築田 満1)・米田義昭1)・工藤 勲1)

The Temporal Variation of ATP Concentration as an Indictor 

of Total Microor~anism Biomass in Funka Bay 

Mitsuru YANADA1)， Yoshiaki MAITA1) and Isao KUD01) 

Abstract 

The旬mporalvariation of ATP∞nωn七rationwas elucidated in order ωclarifyぬe
七emporalvaria品ionof toω1 microorg岨 ism(ph戸oplankωn，microzoopla.nkton a.nd b副総ria)
biom踊sin Funka Bay， subarcもic∞astalregion， from p時 bl∞mωposかbloom.
TheATPcon臨時duringthe preトbloomshowed ne町Iyhomogen田 usver七icaldistribution 
wiぬ lowervalues. In contr舗も，もheATP∞>llcentra品ionduring spring bloom showed high 
v叫U倒筋七heupper 50 m depぬ， and decreased with depth. The ATP∞ncentration晶七もhe
upper 50 m depth during色，hepost-bloom were also∞mparable七othose duringもhespring 
bloom. Th朗er，回ultsimpliedぬ叫七hetotal microorga.nism biom脚swas rem釘k晶.blyv釘ied
boぬ旬mporallya.nd vertically in Funka Bay. 
Judging from the combin品ionsof Chl a/ATP r叫io，POC/ ATP ratio阻 dPOC/Chl a 
ratio，七hehigh ATP∞脚臨 duringthe spring bloom were mainly dueωph:拘 pl叫蜘
produωdac七ivelyinも，heeuphoもiczone， and the high ATP conω凶rationduringぬ，epost-
bloom were gre叫lycaused byぬebiom回 Sof living sub-micron organisms; 6.g.， b齢飽，ria.

Key words: ATP， Chlorophyll a， POC， Temporal variation， Funka Bay， To同1microorg阻ー
ism biom帆 Sub臨もic∞制叫 region

緒言

近年，海洋の物質循環あるいは食物連鎖に対するピコプランクトンおよびバクテリアを含む微

小生物群集の役割が注目されている (Williams，1981; Ducklow， 1983; Karl and Knauer， 1984; 

Cho岨 dAzam， 1990)。一般に，富栄養海域では光合成で固定された炭素(植物プランクトン)が

その炭素プールあるいは物質循環に重要な役割を示し (Eppley阻 dPe句rson，1979)，それに対し

て，貧栄養海域ではバクテリアの生物量が重要な役割を示している (Choand Azam， 1988，1990; 

Fuhrman et品l.， 1989)。

亜寒帯沿岸海域である噴火湾は生物生産の高い海域であり (Mai旬阻dYanada， 1978)，その生

物生産に係わる植物プランクトンおよび微小動物プランクトンの種組成およびそれらの生物量の

時間変動は明らかとなっている (Mai同組dO白色e，1988; Odate and Ma品a，1988)。しかしなが

ら，噴火湾におけるバクテリアを含む全微小生物量に関する研究は現在まで行われていない。そ

れゆえ，バクテリアを含む全微小生物群集の生物量に関する知見を加えることは，噴火湾におけ

リ北海道大学水産学部化学海洋学講座
(L伽 ωary01 Che伽 dαm勾raphy，F，側 lty01 FI的問s，Ho胸仙 Unv.附 'sity，Halw伽 041
8611， J.αpan) 
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る物質循環あるいは食物連鎖を解明するために極めて重要である。

アデノシントリリン酸塩 (ATP)はすべての生きている微小生物(植物プランクトン，微小動

物プランクトン，バクテリア，原生生物)中に一様に存在するため，海水中のATP量は生きてい

る全微小生物の生物量を見積る上で極めて有効な指標となっている (Holm-H岨 senand Booぬ，

1966; Karl， 1980; Hewes 的晶l.， 1990; Simon 凶札， 1990; Karl et 801.， 1991)。また，海水中のク

ロロフィルα(Chlα)量は植物プランクトン生物量の見積る上で有効な指標であり(Redalje，

1983; Booぬ， 1988; Riemann et乱1.，1989; Cho and Azam， 1990; Simon eも801.， 1990; Kirchm岨

et叫.， 1993)，海水中の粒状有機炭素 (POC)量は全微小生物量およびデトライタス量を見積る上

で有効な指標である (Eppleyω801.， 1977)。それゆえ，これらの3種の化合物の相対比 (Chla/ 
ATP，POC/ATPおよびPOC/Chla)は，海水中に存在するバクテリア，植物プランクトン，微
小動物プランクトンおよびデトライタス量の存在割合を推定する指標となる。

そこで，本研究は，生物生産が高い亜寒帯沿岸域の噴火湾において，微小生物量が著しく変動

する春季プルームを中心に，プレプルーム期，プルーム期およびポストブルーム期にお砂る POC

濃度， Chlα濃度およびATP濃度の時間変動を明らかにし， ATP量の変動に及ぽす生物的要因を

探る目的で行った。

試料および方法

1988年12月から 1989年8月にかげて，北海道南部に位置する噴火湾(飢.30:;水深92m)で北

海道大学水産学部所属研究船“うしお丸"を用いてバンドン採水器で海水試料を採取した (Fig.

1)。海水試料は大型動物プランクトンを除去するために直ちに 690μmのネットを通過させた。

ATP濃度の測定のための海水試料 (200~5∞ ml) を全微小生物量を明らかにするために孔径 0.2

μmのヌクレオポアフィルターでろ過し，現場で3mlの沸騰したトリスヒドロキシメチルアミノ

メタン溶液 (pH7.75)中で3分間ATPを抽出した後，その抽出液を-30.Cで凍結保存した。ま

た， 1，似)()mlの海水試料をWhatma.nGF/Fフィルター(平均孔径:0.7μm)でろ過し，ノfクテリ

アサイズの生物粒子を排除した Chla濃度およびPOC濃度の測定に供した。

140-E 14rE 

43-N 
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Fig.1. L∞品ionof s細 plingsta.tion in Funka Bay (St. 30). 
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ATP量の測定は， ParsODB et a1. (1984)に従い，ルミフォトメーター(ラボサイエンス社TD-

4∞0)を用いて行った。 2∞μlの抽出試料に 100μ1の発光酵素(ルシアェリンールシフエラー
ゼ)を加え， Delayもime5秒およびRuntime 10秒の条件下で発光強度を測定した。なお， ATP 

の検量線作成のための標準物質としてアデノシンるに三リン酸二ナトリウム塩ー水和物(和光純

薬工業No.017-09673)を用いた。この分析精度は，噴火湾海水試料を用いて求めた結果， 8.8%

(n=5)であった。また， Chl a量は蛍光法(ターナーデザイン社:モデル01)で測定し， POC量

はCI四元素分析計(目立026型)で測定した。

結 果

本研究におげる ATP 濃度は 0.1~3.7μg・ l→の範囲内にあった (Fig.2)0 2月下旬以前 (12月3

日および2月7日)における ATP濃度は 1μg・1-1以下の値でほぼ均一な鉛直分布を示してい

1213 'u1 lI23 317 3Il3 4110 5It 5f1!J 1m 

1213 u7 lI23 317 3Il3 4110 5If 5f1!J 1m 
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Fig. 2. Temporal and vertical variωions of the concentrations of ATP (A)， Chl a (B)岨 d
POC (C) in Funka Bay (St. 30)，ぬ.esubarctic∞astal regions. The units are expressed as 
μg・ 1- 1 •
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た。 2月下旬 (2月23日)になると， ATP濃度は， 50m以浅で2μg・1-1以上に増加し，深度と
ともに減少する鉛直分布を示していた。その後，30m以浅おげる ATP濃度は， 3月 (3月7日お

よび3月23日)に2μg・1-1以下に減少するが，4月 (4月10日)および5月 (5月9日および5

月29日)に再び2μg・1-1以上に増加した。これらの時期における ATP濃度は深度とともに減少
する鉛直分布を示した。 8月 (8月22日)における ATP濃度は 1μg・1-1以下の値でほぼ均一な

鉛直分布を示していた。一方，Chlα濃度は， ATP濃度が高い値を示す2月23日から 3月7日の

50m以浅および4月10日の 30m層で極めて高い値 (>10μg・1-1)であった。しかし，高い ATP
濃度が認められた 5月9日から 5月29日の 30m以浅における Chlα濃度は， 1μg・1-1以下の低
い値であり，ATP濃度の様相と異なっていた。また， POC濃度は， ATP濃度が高い値を示す2月

23日から 3月7日の 50m以浅および4月10日の 30m層で高い値 (>300μgC・1-1)であった。
しかし，高い ATP濃度が認められた 5月9日から 5月29日の 30m以浅における POC濃度は，

2∞μgC・1-1以下の低い値であった。 POC濃度の鉛直的および時間的変動は， ATP濃度のその変
動よりもむしろ Chlα濃度のその変動とほぼ一致していた。
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各化合物の量的関係，すなわち Chla/ATP比， POC/ATP比およびPOC/Chla比は，それぞ

れ 0.2~7.2， 35~91Oおよび 27~1，3oo の範囲内で著しい鉛直的および時間的変動を示していた

(Fig. 3)0 Chl a/ ATP比は， 2月下旬以前で2以下の低い値であり， 2月23日から 3月7日の全層
において5以上(最大値7.8;3月7日の 30m層)と高く， 5月9日以降では 1以下の低い値を示

した。一方， POC/ATP比は， 12 月 3 白から 3 月 23 日までの 50m以浅において 2∞~3∞であっ

たのに対して，それ以降の30m以浅において 200以下の低い値を示した。また， POC/Chl a比

は， 2月23日から 3月7日の50m以浅において50以下の低い値を示し， 5月9日以降では高い

値 (200以上)を示していた。

考 察

本研究において，海水中のATP，Chl aおよびPOC濃度は鉛直的にも時間的にも著しい変動を

示した。このことは，本調査期間中，微小生物群あるいはデトライタスの現存量が鉛直的にも時

間的にも著しく変動することを暗示している。噴火湾にお砂る春季プルーム時期は，年によって

若干変動するが， 2月中旬から 4月中旬であると考えられている(例えば， M品iぬ andYanada， 

1978; Mai切 andOd晶t泡， 1988)。我々が調査を行った 1989年の場合，植物プランクトンの指標化

学物質である Chlα 濃度の時間変動から判断すると (Fig.2)，春季プルーム期は 2 月下旬~3 月上

旬であったと考えられる。従って， 2 月下旬前 (12 月 3 日~2 月 7 日)はプレプルーム期に相当

し， 4 月中旬以降 (5 月 9 日~8 月 22 日)はポストプルーム期に相当すると考えられる。

我々が行った全調査期間におげる各化合物濃度聞の関係をみると (Fig.4)，いずれの関係も有

意な正の相関関係が認められたが (P<0.05)，ATP量との聞の相関係数 (Chlα対ATPおよび

POC対ATP)はPOC対Chlaの相関係数よりも低くかった。それに対して，プレブルーム期か

ら春季ブルーム期 (12 月 3 日~4 月 10 日)における ATP 量との聞の相関係数は比較的良い相関

性を示した。このことは，プレプルーム期から春季ブルーム期までのATP濃度の変動がChla濃

度およびPOC濃度の変動と一致するが，ポストブルームにおける ATP濃度の変動は必ずしも

Chl a濃度およびPOC濃度の変動と同調していないことを意味している。そこで，我々は，プレ

プルーム期 (12 月 3 日~2 月 3 日)，春季ブルーム期 (2 月 23 日~4 月 10 日)およびポストプルー

ム期 (5 月 9 日~8 月 22 日)の 50m以浅における各化合物濃度の平均値を Table1に示す。プレ

ブルーム期における各化合物の平均値は，明らかに春季プルーム期におけるそれらの値よりも低

い。一方，ポストプルーム期において， Chlα濃度およびPOC濃度の平均値が春季プルーム期に

おけるそれらの値のー桁以下および1/3程度に減少するのに対して，ATP濃度の平均値は春季ブ

ルーム期のその値に匹敵する高い値を示している。これらの結果は， 2 月下旬~3 月上旬の 50m

以浅で認められた高いATP濃度がその高い Chlα濃度およびPOC濃度に対応しているが， 4月

中句~5 月下旬の 50m以浅で認められた高い ATP濃度が必ずしもその Chl a濃度あるいは

POC濃度と対応していないことを意味している。

各化合物の相対比 (Chlα/ATP比， POC/ATP比およびPOC/Chla比)は，時間的および鉛直

的にも著しい変動を示していた (Fig.3)。これらの変動は海水中の各微小生物群の存在割合の変

動を暗示する。春季プルーム期の50m以浅における POC/Chla比は平均で35:t6であった

(Table 1)。植物プランクトン生体における C/Chla比は，植物プランクトンの種あるいはそれら

の生理状態によって 25-100の範囲で変動すると考えられている(Redaljeand Laws， 1981; Sak・

shauge'も晶1.，1989; Cota et al.， 1990)。我々は，噴火湾のこの時期における植物プランクトン生体

のC/Chla比を決定するための根拠あるデータをまだ持っていない。しかし，噴火湾で認められ

た春季プルーム期における現場のPOC/Chlα比は， Hewes e七al.(1990)による現場のプルーム
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水のその値 (46)や多くの研究者によって採用されている植物プランクトン炭素生物量の変換係

数 (40一回;Eppley et a1.， 1977; Redelje， 1983; Fuhrman 的晶L，1986; B∞ぬ， 1988; Cho and 

Azam， 1990; Simon 飾品，1.， 1990;Holm.Hansen and Mitchell， 1991; Simon 的晶，1.， 1992;Kirchman 

凶 a1.， 1993)にほぼ近い値である。すなわち，春季プルーム期の 50m以浅において得られた POC/

Chlα比は，噴火湾における春季ブルーム期の POCの大部分が植物プランクトン生体で占められ

ていることを示唆している。POCの大部分が植物プランクトン生物量であると考えられた春季プ

ルーム期の 50m以浅にお砂る POC/ATP比は，平均で203::!::45であり (Table1)，通常用いられ

ている植物プランクトンの C/ATP = 250 (Holm.H倒閣en，1969， 1970 ;豆町1，1980; Laws et晶1.，
1984)値よりもやや低い値である。また，この炭素変換係数と ATP濃度から全微小生物炭素生物

量を計算すると，その生物量は 580μgC・l→と見積られ，現場の POC濃度 (450μgC・1-1) をや

144-



築田ら:噴火湾における ATP濃度

Tab1e 1. The mean valu田 of∞n飴凶岨dr此iofor respecもivebio1ogical a瓜ivecompounds 
inも，heupper 1ayer (<50 m) in Funka Bay (St. 30) during pre-b1oom， spring b100m 
阻 dpost-b1oom. 

Periods 
ATP conもenも Ch1 a con飽凶 POC∞ntent Chl a POC POC 
(μg・1-1) (μg・1-1) (μg・1-1) /ATP /ATP /Chl α 

pr争b100m 0.7:t0.3 1.6:t 1.1 125:t61 2.4土1.9 191士74 110士65

Spring b100m 2.3土0.7 13士2 448:t79 6.0:t 1.2 203土45 35:t 6 
Post四.b1oom 2.2土0.6 0.7士0.1 164:t37 0.3:t0.2 83土33 26o:t99 

や超えている。しかし，全微小生物量に対する植物プランクトン生物量の割合を示す指標となる

Chl a/ATP比は，春季プルーム期の50m以浅で平均6.0:t1.2であり，植物プランクトン中の C/

ATP比およびC/Chla比がそれぞれ250および35-50であると仮定して見積られた植物プラン

クトンの Chlα/ATP 比の理論値 (5~7程度)にほぼ等しい。このことは，春季ブルーム期の 50

m以浅における現場の ATP濃度が植物プランクトンの ATP量でほぼ説明できることを示唆し

ている。

春季プルーム期に匹敵する高いATP濃度を示すポストプルーム期の50m以浅において，

POC/Chl a比の値は高い値(平均265)であった (Table1)。もし噴火湾のポストプルーム期の植

物プランクトン生体中の C/Chla比が25-1∞の範囲内にあると仮定すると，ポストプルーム期

の50m以浅にお砂る POCに占める植物プランクトン炭素生物量の割合は 10-40%と見積られ

る。この結果は，春季ブルーム期と比較すると，明らかに POCに占める植物プランクトン生体の

寄与が小さいことを意味している。また，現場の Chla/ATP比は平均で0.3:t0.2であり (Table

1)，この極めて低い Chlα/ATP比は全微小生物量に対する植物プランクトン生物量の割合が極め

て低いことを示唆している。一方，現場の POC/ATP比は平均で83:t33であり，この値は春季プ

Jレーム期における現場の値あるいは微小生物の値よりも低い。しかも，その ATP濃度から算出さ

れた全微小生物炭素生物量は， 550μgC・1-1と見積られ，現場の POC濃度 (164μgC・1-1) をは

るかに超えている。すなわち，現場のATP濃度から算出された全微小生物炭素生物量が植物プラ

ンクトン，微小動物プランクトンおよびデトライタスを含めた POC濃度をはるかに超える理由

で，微小動物プランクトンに由来する ATP量の寄与は小さいと考えられる。本研究における

ATP濃度は操作上孔径0.2μmのフィルターを使用した値であり，それに対して， POC濃度は平

均孔径0.7μmのフィルターを使用した値である。すなわち，この ATP濃度は植物プランクトン

および微小動物プランクトンの生物量にバクテリアなどのサプミクロン (<0.7μm)生物量を加

えた生物量であり，それに対して，この POC濃度はそのサプミクロン生物量を除外した値とな

る。それゆえ， ATP濃度から算出された全微小生物炭素生物量が現場の POC濃度を超える結果

は，現場のバクテリアなどのサプミクロン生物の生物量に起因すると考えられる。

結論を言うと，噴火湾における ATP濃度は鉛直的にも時間的にも著しく変動した。その ATP

濃度は，植物プランクトンの生産が活発な春季プルーム期の50m以浅において極めて高く，ま

た，植物プランクトンの生産が終了したポストブルーム期の 50m以浅においても春季プルーム

時期に匹敵する高い値を示した。この春季プルーム期の高い ATP濃度の多くは活発に生産して

いる植物プランクトン生物量によるものであり，このポストブルーム期にお砂る高いATP濃度

の多くはバクテリアなどのサプミクロン生物量によるものと考えられた。

-145 



北大水産業報開(2)，1999. 

謝辞

本研究の際にご協力いただいた北海道水産学部付属研究船「うしお丸Jの船長ならびに部員の
方々に心から感謝いたします。

文 献

Booも.h， B.O. (1988). Size cl88s剖岨dmajor taxonomic groups of phy七op1阻ktona七two1∞ations in 
もhesubarctic Paιific 0印刷1in May and August， 1984. Mar. Biol.， 97， 275-286. 

Oho， B.O. and Az阻， F. (1988). Major ro1e of b師同iain bio伊ochemica1畳回目 inthe oc崎山
interior. Nat叫re， 332， 441-443. 

Oho， B.O.岨dAz岨， F. (1990). Biogeochemical significance of b印刷iabiom醐 inthe 0田阻's
euphotic zone. Mar. ECQl. Prog. Ser.， 63， 253-259. 

Oota， G.F.， Koももmeier，S.T.， Robinson， D.H.， Smiぬ， W.O. Jr. and Sulliv阻， O.W.(19ω). B蹴 terio-
p1ankton inぬ.emarginal ice zone for色，heWedde1 Sea: biom蹴， production and metabolic 
activi稲田 duringaustral autumn. Deep品 aR開.， 37， 1145-1167. 

Duck1ow， H.W. (1983). Production阻dfaぬ ofbacteria in七.he0田ans. Biosc必間民 33，494-501. 
Epp1ey， R.W.岨dPe旬，rson，B.J. (1979). P紅色icu1aもeor伊nicmat加盟盟組dp1ankもonicnew 
production in the d偶p∞噌阻. Nature， 182， 677-680. 

Epp1ey， R.W. H紅由on，W.G.， Ohisho1m， S.W. and Sもew町七，E. (1977). Particu1ate organic matter in 
surfωewa'旬間 offSouthern Oalifornia and its re1ationshipもoph戸op1ankton. J. Mar. R田.，
35， 671-696. 

Fu.hrman， J.A.， Duck1ow， H.W.， Kirchm岨， D.L.， Hudak， J.， Mcm岨us，G.B. and Kramer， J. (1986). 
Does adenine incorporation in旬 nuc1eicacids measure ωω，1 microbia1 production t Limnol 
仇仰向rr.，31， 627-636. 

Fu.hrm晶n，J.A.， Si偶，ter，T.D.， Oar1son， 0ム岨dProcω'r， L.M. (1989). Domin阻ωofbacteria1 
biomass inぬeS紅伊soS帥岨di悩側10gic叫 imp1ications. Mar.肢が.Pi吋'.Ser.， 57， 207-
217. 

Hew田， O.D.， Sakshaug， E.， Reid， F.M.H. and Ho1m-Hansen， O. (1990). Microbia1削刷，rophic岨d
he旬，roもrophiceuc紅yo旬sin Ant町'cticwaもers:re1aもionshipsbeも，weenbiom倒 S 岨dch10rcト
phy11， adenosine七riphospha旬 andparticu1a旬 or伊niccぽ'bon. Mar. E切l.Prog. Ser.， 63， 27-
35. 

Ho1m-Hansen， O. (1969). Deぬ，rminationof microbia1 biom脚 in0曲岨profi1四 . Limnol.α沼田吋r.，
14， 740-747 

Ho1m-H叩 sen，O. (1970). ATP 1eve1s in algal ωl1s制 infiuencedby environmental condiもion.
Plant. Oell. Physiol.， 11， 689-71∞. 

Ho1m-Hansen， O.岨dBooth， O.R. (1966). The me88ureme凶 ofadenisine凶ph，田pha旬m也e∞曲n
岨 di旬冊。10gica1signific阻曲. L伽附t伽側邪， 11， 5lO-519. 

Ho1m-Hansen， O. and Mi旬.hell，B.G. (1991). Spatia1阻d旬mporaldistribuもionof phytop1ankωn 
畠ndprim町 productioninも，hewesぬrnBr脚色ldS回 itregion. 島町p品 aR，ω.，38，961-9ω.

K紅1，D.M. (1980). Oe11u1ar nuc1朗色ideme88urement直岨dapp1ic叫ionson microbia1 eco1ogy. 
M似唱biol.Revi.， 44， 739-796. 

Kar1， D.M.，岨dKn晶uer，G.A. (1984). Vertica1 distribution，も，ransport，and exchange of carbon in the 
nor七h醐 tPacific Ocean: evidenωfor mu1tip1e zon曲 ofbio10gica1 I叫 ivi七，y. 政均ト&αR酎.，
31， 221-243. 

Kar1， D.M.， Ho1m 

-146-



築田ら:噴火湾における ATP濃度

Maita， Y. and Oda旬， T. (1988). Se880nal ch岨 gesin size-fractionaぬdprim晶ryproduction岨 d
nutrient concen七rationsin the飴mperaωneriticwa七erof Funka Bay， Japan. J.α::ean勾'1".
&c. Japan， 44， 268-279. 

Maita， Y. and Yanada， M. (1978). Particulaもepro旬mm∞回凶 waters，wiも，hspecial referenceω 
時制on晶.1variation. Mar. B叩l.，44， 329-336. 

Oda随， T.阻.dMai凶， Y. (1988). Se舗 on叫 ch岨惇盟 inthe biom88s of wopl阻 kωn阻 d白血 food

requirement in Funka Bay. J.α別問句r.&弘 Japa叫 44，228-230. 
P紅 son，T.R.， Maita， Y. and Lalli， C.M. (1984). A man~ιal of chem必d 側 dbぬ均icalmethods for 

捌叩仰ra叩 lysis. Pergamon pr師団， New York， 301 pp. 
Redalje， D.G. (1983). Phytopl畠山ω-ncarbon biom細胞dsp田ificgrowth ra七esdeωrmined wiぬも，he
labeled chlorophyll a臨 hnique. Mar. E，ωl. P，吋.伽'.， 11，217-225. 

Redalje， D.G. and Laws， E.A. (1981). A new meth吋 for倒 imatingphytopl皿kωngrowth ra同組d
Cぽbonbiom剖 s. Mar. Biol.， 61， 73-79. 

Riem姐 n，B.， Simonsen， P.岨dS旬邸ga町d，L. (1989). The carbon and chlorophyll con旬-ntof 
ph戸opl叫伽 fromvarious nuもrientr噌.ons. ょPlank.Res.， 11， 1037-1045. 

Sakshaug， E.， Andr佃 on，K. and Kiefer， D.A. (1989). A steady state description of growぬ岨dlight 
absorpもionin the marine plankもonicdi前omSlale伽 ema附句伽隅. Limnol.仇師時叩'.， 34，
198-205. 

Simon， M.， Alldredge， A.L. and Az阻， F.(19鈎). Bacω，rial carbon dy-n晶血cson marine snow. Mar. 
Eωl. Prog. Ser.， 65， 205-211. 

Simon， M.， Cho， B.C.阻 dAzam， F. (1992). Signifiω.nce of bacterial biom88s in lakes and the oce岨.
∞mparisonもophytoplank伽 biom脳岨dbiogeochemical implications. Mar. E，ωl. Prog. 
Ser.， 86， 103-110. 

Williams， P.J. LeB (1981). Incorporation of microhe問。加ophic抑制唱i-nωthecl88sical paradigm 
of the pl阻 kωnicfood web. Kieler Meer四iforsch:un抑めηder，久5，1-28. 

-147-


	0139.tif
	0140.tif
	0141.tif
	0142.tif
	0143.tif
	0144.tif
	0145.tif
	0146.tif
	0147.tif

